
 

 

 

気働きって？！ 
 みなさんは、「コストコ」という大型店舗をご存

じだと思います。きっと、お買い物に出かけたこ

とがあるという方も多いことでしょう。先日僕も、

家族に頼まれたものを買いに、かみさんと出かけ

ました。実は僕、「コストコ」さん、あまり好きで

はないのです。休日のすごい混雑も嫌ですし、よ

く見て品選びをしないと、市中のスーパー等の方

が安いものもあるような気がします。（私的な見解

です。）なんだか、労力をかけて行く意味がないな

あなんて思っています。 

久しぶりに来店したこの日は、めずらしくそん

なに混雑はしてはいませんでした。ほっとしなが

大きなカートを押しました。目的のものをカート

の上に載せて（大きいものだったので）、その後も

様々な棚を見て回りました。その時、「ああ、そう

いうことか。」とはじめて自分が「コストコ」を苦

手にしている理由が分かりました。どんな理由だ

ったと思いますか。 

僕は、あの大きなカートを一生懸命押します。

何に一生懸命なのかと言えば、他の人の邪魔にな

らないように、他の人にぶつからないように、迷

惑かけてないかなとそれを気にすることに一生懸

命なのです。後ろから来た人が、「ああ、ここ通り

たいのだな」と思えば、脇の通路によけたり、止ま

って商品を見ている人がいれば、通れるようにな

るまで待って通ったりします。これ、結構疲れる

のです。本来、僕が自分で選択して勝手にやって

いることなのでしょうがないことだし、疲れれば

良いことです。しかし・・・、こうすることが大事

だと思っている僕は、まわりの、他人のことをま

るっきり考えず、自分のカートを進みたいように

動かす人や、見たい品物を見ることだけしか目に

入ってない、カートを考えなしに置いている人た

ちに対して、怒りを感じてしまっていたのです。

僕は、この自分の中に怒りが生じるということが、

きっと嫌だったのだと、そのことを苦手に感じて

いたのだと思います。 

これに似たことを狭いお店の通路で、人とすれ

違う時にも感じます。自分が棚を見ているときに、

僕の後ろを通りたい人がいて、気づくことができ

ればよけるのですが、気づけないときもあります。

そんな時、無理に通ろうとする人に遭遇したこと

はありませんか。気づけなかったのは、悪いけれ

ど、通るつもりなら、たったひと言「ごめんなさ

い。通ります。」と言ってもらえれば、たとえぶつ

かったとしても嫌な思いをせずにすみます。「こち

らこそ、気づかずすみません。」と返すこともでき

るわけです。生きるということは、自分が主軸だ

し、自分を 1番に大切にしなければならないのは

自明です。動きようがありません。けれど、その一

方でまわりの人への気遣いができないのは、あま

りにも情けないとは思いませんか。 

お店が混むことも、すれ違わなければならない

ことも、仕方のないことです。僕が思うのは、1人

だけで生きているわけではないので、互いに少し

ずつ気を遣ったり、声をかけたり、感謝を口にす

ることをするだけで、もっと生きやすい世の中に

なるのではないかということです。 

「気働き」という言葉を聞いたことがあります

か。辞書で引くと、その場にふさわしい心の働き、

その場に応じて気が利くことと出ていました。子

どもたちの未来を考えたとき、誰に言われたから

ではなく、その場にふさわしい行動ができたとし

たら、その時に応じて相手のことを思いやって動

けたとしたら、どうでしょうか。きっとその子は、

まわりの人から愛されるでしょう。かわいがられ

ること間違いなしです。子どもたちの幸せを願う

のだとしたら、まわりの他人から愛される力は、

子どもたちの助けに絶対なります。 

それでは、どうしたら「気働き」ができるように

なるのでしょうか。東京大学の遠藤先生は、こう

いった「非認知の力」（テスト等では測れない力）

を育む方法として、ごくごく普通の関わり、子ど

もたちが外の世界に働きかけて、怖い思いをした

り、不安をおぼえた時にしっかり安心させる、ぎ

ゅっとだきしめて大丈夫だよと伝えてあげる。そ

してエネルギーを充電して、また外の世界に向か

っていく子どもの背中を押すことだとおっしゃっ

ていました。僕は、ここにもう一つ追加したいと

思います。 

子どもに関わる大人が、想像力を働かせて、他

の人を思いやる、その姿を見せることではないか

と思うのです。だれかの気持ちや、この人は○○

したいんだなと「想像」することはとても難しい

ことです。そういう思考があるのだと、そう考え

る必要があるのだと教えることが、まず必要なの

ではないかと考えます。 

思えば、僕の父も母も、昭和の人なので「他人に

迷惑をかけない。」ということについては、本当に

うるさく言いましたし、２人自身がそのことをと

ても意識していたと思います。過度に「他人に・・」

と考えすぎるのはよくありませんが、「想像力」を

もって生活してみると、様々な人の思いが自分に

流れ込んでくるのではないでしょうか。 
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